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高校はどんな人が行かなければならないか？ 

  紋別中では、１・２年生は二者面談、３年生は、三者面談（先生・生徒・保護者）が行われました。３年生は、中学

校卒業後の進路について話がされました。そこで今回は、私が中学校３年生の時の担任の先生だった今先生の

進路指導のお話をします。今先生は、学校で１番怖い先生で有名でした。教科は保健体育。何かいたずらなど見

つかった場合には大変でした。こっぴどく怒られた上に、愛のムチが飛んできました。３年生の新学期、クラス発表

と、担任発表の時に、生徒玄関に担任「今」という名前を見たときには、絶望したのを覚えています。 

 さて、前置きが長くなりましたが、この今先生の進路指導のときの言葉がこの時期にいつも思い出します。 

 もちろん私は、②の勉強がしっかり身に付いていない人の部類に入っていました。クラスの中には①の勉強

が好きな人が数人いましたが、ほとんどが②でした。クラス全体が高校に進学しなければという不思議な雰

囲気になり、全員が高校に進学しました。今のように全員が高校に入ることができない時代でした。今先生の

言葉の魔力か、誰一人高校を中退することなく卒業しました。クラスの友だちの中には、大学に進学し、一流

企業に就職した人、学校の先生になった人（私）、家業の農家を継いだ人など様々でした。 

 今先生は、年賀状などで連絡を取っていましたが、３年前に亡くなってしまいました。先生の思いは、今も私

の心に残っています。 

 

運動会練習（グラウンドで）のひとコマ 

「校長先生は、運動会の練習にも来るんですか？」と男の子から声をかけられました。「校長先生は、学校

の中で仕事をしていて、練習に来るとは思っていなかった。」と追い打ちをかけて話してくれました。 

 ちょっと嬉しくなりました。行事、部活動の頑張っている姿は、いつも教室でみる子どもたちの姿とは違いま

す。学校行事はもちろん、部活動の練習、大会に観に行っていると思います。会場で見つけたら「校長先生！」

と声をかけてください。  

今先生の進路指導 

「高校に行かなければいけない人は、①勉強が大好きな人、②中学校の勉強がしっかり身に付い

ていない人だ。」 

「国は、小学校・中学校の９年間を義務教育としている。中学校のテストでいつも１００点を取

れるくらい勉強ができている人は、高校に行く必要はない。」 

本校では、様々な情報・連絡をホームページやテトルを活用して発信しています。毎週の時間割や学校ブログ、事

務連絡、PTAブログ等を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

■本校ホームページ(edumap.jp)https://mombetsu-j-mombetsu.edumap.jp/ 



●本校は今年度から「学校力向上に関する総合実践事業」の指定校です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい紋別中学校教職員のご紹介 

●西村 真未（にしむら まみ）先生 

【担当教科】 英語 

 ※主に特別支援学級の英語の授業と、全学年英語の授業

のサポートに入っていただきます。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

6月の主な行事予定 

3日 壮行会（短縮日課） 

4日 分掌会議 

5日 PTA合同委員会 

8日 CBS週間（11日まで） 

12日 前期中間テスト（部活動なし） 

17日 内科健診（男子） 

18日 オープンスクール（2時間目～放課後） 

１９日 専門委員会④ 

２３日 分掌会議 

24日 内科健診（女子） 

グランドデザインとは？ 

 これから、学校が目指していく姿の全体を示したもので

す。紋別中学校での全教育活動の方針になっているもの

です。 

紋別中学校では、今年度から次年度にかけて 2年間、北海道の「学校力向上に関する総合実践事業」の指定校

になりました。この事業を通して、紋別中学校では主に 4つのことについて取り組んでいきます 

①新しいかたちでの授業を進めます。また家庭学習が充実するための取組を行います。 

②紋中校区の小学校とのさまざまな連携を深めていきます。 

③特に、生徒が「数学」の授業で見通しを持って学べるようにします。 

④地域に根差した学校づくりを目指し、家庭や地域と共に学校活動を進めていきます。 

★それぞれ、どのようなことを進めているか、学校だよりを通じて次号からお知らせしていきます★ 


